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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

８常緑果樹の品質向上

分類 ③

(3)温州ミカンのフィルム マルチ処理樹に対する葉

面散水による減酸促進効果

2年（完了）

温州ミカンのう イルムマルチ処理樹に対する葉面散水が葉の水分ポテン
シヤルや果汁中の糖度、 クエン酸に及ぼす影蒋を調査し、果旦実品質の調節
技術確立に盗する。

Ⅱ試験方法

lUt試品種 興津早生 カラタチ台１２年生

２ 処 一理区一一≦－
－マルチの資-材一一葉而散水回数一一
多孔質ﾌｲﾙﾑ多（８月下旬から１日おき６回）

少（８月下旬から１日おき２回）
〃

-------------------__擬__________…____------_________ー‐
〃

一一一一一皇一一Ｊ－－
注）多孔質ﾌｲﾙﾑはｴー ｻ゙ 、ｲ生科研製で、 1.0～０．１ﾐｸﾛﾝの有孔ﾌｲﾙﾑ。

３処理方法

(1)ﾌｲﾙﾑﾏﾙﾁ２年８月８日～１１月１６日、畝幅２．５mを処理し、畝の上側はフイル
ﾑの端を２０cm埋設した。

(2)葉面散水 ﾌｲﾙﾑﾏﾙﾁ処理樹に２年８月下旬から９月上旬の日没筋に５ﾘｯﾄﾙ

／樹、瀬水ﾎー ｽを使:用して葉:面に散水した。

Ⅲ主要成果の概要一

温州ミカン のフイルムマルチ処理樹に葉面散水を行うと、葉の水分スト

レスを低下させ、果汁中のクエン酸の減少を促進するとともに、樹体の衰
弱を防ぐことができる。

１夏季に５日以上乾燥が続くと葉の水分ストレスは高まるが、Ⅲ葉から水

を吸収させると低下し、葉の萎凋程度が軽くなり、落葉は減少する。

２葉の水分ストレスが高い樹ほど糖度、クエン酸は高く推移するが、葉
面散水で葉の水分ストレスを低下させることにより糖度、クエン酸は低
下する。

－２０８－
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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節1図莱而散水と梨水分ポテンシャルの椎移（2年）
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節2図梨面散水と果実品質の拙移（2年）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

温州ミカンのフイルムマルチ栽培における樹体智理技術の有効な手段と

して活用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１樹勢の維持、 減酸に有効な散水時期、程度の検討

２果実品質と樹体の水分ストレスの関係
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